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１．指定管理者（施設）の基本情報 

２．事業の実施状況 

（１）センター利用に関すること 

（２）施設・付属設備の維持管理に関すること 

（３）事業実施に関すること 

３．利用者の満足度 

（１）利用者アンケートの状況 

（２）利用者等の意見交換会の状況 

（３）利用者からの意見を反映させる取り組み 

 

 施設名 箕面市立萱野中央人権文化センター

 指定管理者 特定非営利活動法人　暮らしづくりネットワーク北芝

 指定期間 平成 27 年度（2015 年度）～令和 6 年度（2024 年度）

 施設概要 萱野中央人権文化センター、萱野青少年体育館、グランド

 市支出額 年 112,101,204 円（令和６年度）

 住民の平等利用の確保 3 か月前の事前予約・抽選制

 利用者の増加、サービスの向上 らいとぴあニュース発行（隔月 3,500 部） 

ホームページの随時更新　利用報告書への対応等

 利用者等の安全対策に関する業務 消防避難訓練（年度末までに 2 回実施予定）

 職員研修 外部講座・研修会・視察研修・講師派遣等

 施設設備の保守点検に関する業務 総合管理委託（イーチ合同会社）

 備品に関する業務 備品台帳に基づく管理

 修繕に関する業務 委託業者の報告、利用者の苦情等により、予算の範囲内で随時修理

 日常清掃及び定期清掃に関する業務 総合管理委託（イーチ合同会社）

 環境保全に関する業務 電灯の一部 LED 化とデマンド方式の導入　

 地域ささえあい推進室 別紙「事業報告」のとおり

 地域教育推進・子育て支援室事業 別紙「事業報告」のとおり

 相談事業 別紙「事業報告」のとおり

  

アンケートの結果概要 

 

別紙

  

意見交換会の結果概要 

 

別紙

  

取り組みの実施状況 

 

別紙



４．収支状況 

５．特別提案の状況 

６．指定管理者の自己評価 

 別紙「収支計算書」のとおり

 月曜日の開館 ２０１７年１０月以降、すべての月曜日を開館。館の保守・清掃作業の必

要性から原則として第三月曜日を休館日としている。

 会議室及び講座室の分割 ２０１７年７月利用分により分割できる形で貸館を開始している。和室の

分割と同様に利用規模などにより選択して利用している団体も増えてきて

いる。同居する団体同士で声かけながら利用される団体もあるが、一方で

活動内容により同居することに支障があり部屋の変更をする団体もある。

 展示コーナーにおける 

喫茶コーナーの設置

障害児通所支援事業を利用するこどもたち、教育室事業を利用する小中学

生たち、若者たちによって喫茶コーナーを稼働している。また、まなびカ

フェなど展示コーナー活用事業の際にも同様に稼働している

 ＜貸館に関して＞ 

24 年 3 月の地下鉄延伸に伴った当館へのアクセスの向上、新駅ショッピングモールでの多岐に渡る

イベント等による影響もあり、来場者は去年度から増加している。市内で活動する子ども食堂の利用

が月に一度定例化しており来客も多いこと、高校・大学等の吹奏楽団体など音楽室の大人数利用が定

着していることも要因として考えられる。 

利用者アンケートの結果からは例年どおり、施設、設備や清掃に関する要望を頂戴している。市と協

議を重ねながら予算と必要度に応じて対応をしてきているが、今後も利用の満足度が得られるように

丁寧に対応していきたい。 

＜事業に関して＞ 

相談業務においては、物価高騰等の影響で経済的困窮や家庭内暴力、学習習慣の不安定などによる学

力の低下や不登校等の課題が確実に生活にでてきている。相談内容も子育てや教育・進路奨学金相談

から就労雇用に及び相談など年代を問わず生活全般の相談内容となっている。 

高齢者や、非識字の課題を抱える住民を主な対象に地域へ相談員が赴く、必要に応じて同行等するこ

とで、窓口で待機するだけでは拾えない課題を発見することにつながった。また自主事業として取り

組んできた SNS 相談では、当事者である子ども、若者の実態がようやく可視化され、25 年度より

箕面市での予算化がなされ、事業が新設されるに至った。相談に関わる職員に対する研修も外部講師

を招いたもの、自主的な学びのものなど定例で実施している。 

生涯学習部門では、昨年度後半に実施した部落問題をテーマにした展示や講演、受刑者の更生とは何

か、をテーマにした映画上映＆トークなど、テーマ性をはっきりと打ち出した企画が好評を得てお

り、ニーズの高さが伺えた。今後も市民の方とつくる企画を実施していきたい。 

教育事業では、居場所機能を再考し、アウトリーチも兼ね地域団体と連携し地域内に居場所機能をち

りばめていくような試行も開始している。また、第二中学校、萱野小学校でのアウトリーチ活動（校

内居場所）も引き続き定着、館には来ない層とのであいの場となっている。中高生～若者支援におい

ては自主性を応援するものとして、年に一度の中高生のためのイベントが子どもたちの手によって実

現されており、日常的に活動するサークル登録数も増加している。


